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旭川医科大学医学部を平成 13 年に卒業し、神戸大学皮膚科学教室へ入局。 

兵庫県の公立病院にて研修を積み、高砂市民病院皮膚科医長を経験した後、平成 23 年

より 2 年間、大阪の美容、一般皮膚科クリニックの院長を経験し、この度ご縁あって三

木山陽病院皮膚科外来に週 2 回（火曜日と金曜日、土曜は他担当医）勤務させていただ

く事となりました。湿疹、接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎などの炎症性皮膚疾患や蜂窩

織炎、帯状疱疹、イボ、足白癬などの感染性疾患、他、じんま疹や良性皮膚腫瘍、陥入

爪、皮膚潰瘍なども診察しております。必要な時には、他院形成外科や皮膚科への紹介

もさせていただいております。週 3 回と回数の少ない外来で皆様には、ご不便をおかけ

しますが、皮膚のお悩みのお役に立てればと思います。当院では、一般皮膚科のみの診

察となりますが、皮膚のお悩みであればお気軽にご相談いただければと思います。 

受診の対象は、中学生以上となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 健康寿命の延伸を目指して ― 

 高齢化社会においては誰しも「健康で長生き」ということを願われているのではないでしょうか。 

長らく国民の健康指標として平均寿命が重視されてきましたが、平均寿命だけをみても何歳まで人の手を借りずに自立

した生活を送れたのかといった生活の質（QOL）を問うことはできません。我が国は世界有数の平均寿命を誇る長寿国

といえますが、平均寿命がどんなに長くとも QOL が低くては満足のいく生活を送ることはできないのです。そこで長

寿社会においては QOL に視点を置いた新たな指標が必要とされ、健康寿命という概念が提唱され使われるようになっ

てきました。健康寿命とは健康で支障なく日常生活を送ることができる期間のことで、平均寿命から介護や寝たきりの

期間を引くことによって求められます。すなわち、何歳まで健康に暮らせるかの指標となりえます。日本では介護や支

援を必要とする人が急速に増加していることから、平均寿命よりも健康寿命を延ばすことが今後の重要な課題といえま

す。近年の統計から日本は世界でもトップクラスの健康寿命を有している健康長寿国であることが分かりました。しか

しながら平均寿命と健康寿命の差は男性で 9 年、女性で 12 年とまだ開きがあり、改善の必要性があります。そこで要

介護や要支援が必要となった原因を調べてみますと、実に 5 人に 1 人は骨折・転倒、関節疾患などの運動器の疾患が原

因であり、またこれらの運動器の疾患を合わせると第 1 位の脳血管疾患を上回っていました。 

そこで日本整形外科学会では介護予防の観点からロコモティブシンドローム（通称：ロコモ）の概念を提唱し、広く

啓蒙活動を行っています。ロコモとは骨、関節、筋肉といった運動器の機能が加齢とともに衰えて、立つ、歩くといっ

た動作が困難となり、要介護や寝たきりになる、またはそのリスクが高い状態のことです。運動器は骨、関節、筋肉な

どが連携して動くことが重要でその機能がどこか 1 カ所でも衰えて障害されると体はうまく動きません。長寿社会にお

いては、立つ、歩くなどの動作を不自由なく続け、生活を送ることがとても重要です。転倒のリスクを高める筋力の低

下やバランス能力の低下、また運動機能を低下させる骨や関節の病気があるとロコモの危険性を高めます。 

そこで早期にロコモの可能性を評価することが重要で、7 項目からなるロコチェックを用いることで誰でも簡単に調

べることができます。もしも一つでも該当する項目がある人はロコトレーニングを開始することが推奨されています。

しかしながらロコモの程度は人によって差があり、又個々の運動器疾患の治療を考えれば、まずは最寄りの整形外科を

受診されることをお勧めいたします。 
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医師をご紹介します！ 
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3 月 7 日（金）に 3 階病棟で、ひな祭り会が行

われました。ボランティアのムジカドルチェさ

んを迎え、チェロの演奏、スタッフによるハン

ドベルや歌など短い時間でしたがとても楽しい

ひと時が過ごせました。 

 

 子供たちは、自分で作った鬼のお面をつけて 

「鬼は外～♪福は内～♪」と病気の鬼やおこりんぼ

鬼、泣き虫鬼を追い出して幸せをいっぱい呼び込み

ました。 

 

可愛いおにさん達 

整形外科：福田康治医師が平成 26 年 3 月をもちまして、三木山陽病院を退職することになりました。 

4 月からの外来は、後任の蔵
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医師が引き続き、させて頂きます。 
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ご存じですか？ ロコモ（ロコモティブシンドローム） 
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  この度、兵庫県より平成 26 年 2 月 1 日から居宅介護支援事業者として指定を受け事業のスタートを

切ることとなりました。 

  さて事業の運営に当たりましては、森田須美春院長の方針にありますように「困っている人は必ず診る。」

と同様に「困っている人は優しくていねいに支援します。」を方針にして、患者さまや地域の皆さまに信頼さ

れる事業所を目指して参りたいと考えております。 

 また、患者さまや地域の皆さまに対してより効果的な支援を行うためには、当院の医療機能や従来からの

総合相談機能、サンスマイル三木の介護施設機能と密接に連携しながら行う必要があります。 

三木山陽病院居宅介護支援事業所では、高齢者やご家族が、住みなれた地域で安心して快適な在宅生活を 

送っていただけるよう、介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）が次のサービスを無料で行いお手伝い致します。 

 

 

・自宅での家事や介護の手助けが必要になったとき 

・自宅でリハビリや医療チェック、療養のアドバイスを受けたい 

・自宅から通いながら介護や機能訓練を受けたり、みんなと交流してみたい。 

・気分転換をしたり、家族の介護の手を休ませたいとき。 

・住宅の改修や車椅子、介護ベッド、ポータブルトイレなどの福祉用具が 

 必要になったとき。 

・自宅での入浴が難しくなったとき。 

・自宅での生活が難しくなり、施設への入所が必要になったとき。 

 

 ★まずは、お電話、ＦＡＸ、メール、来所など御都合の良い方法でご相談下さい★ 

・介護や福祉サービスを利用するための申請も、ご本人やご家族に代わって致します。 

 ・介護施設、介護サービスの情報提供もいたします。 

           相談は無料です、お気軽にご相談下さい。秘密は守られます。 

 

 

 
お電話でもご相談をお受け致します。 

   

 

三木山陽病院  

居宅介護支援事業所             所長  

山
やま

﨑
さき

 誠
まこと

（介護支援専門員） 

営業日   ： 月曜日～金曜日 

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 

電話番号  ： 0794-87-9170 （直通） 

Fax 番号  ： 0794-87-9165 

E-mail     :  yama@mikisanyo-hp.com 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 11 月に併設の介護老人保健施設（以下、老健）、サンスマイル三木の施設長をお引き受けしてからはや 5

か月が過ぎました。老健の側から病院を見た時、改めて気づいたことがありました。 

 「この人、こんないい顔するんやなぁ。」当院に入院中から担当していた方ですが、病院では無表情で言葉を発

することも少なく、ほとんど眠っているところしか見たことがありません。その方が、老健ではしゃべる、笑う、

喋る…。こんなに違うのはなぜなのか、最初はよくわかりませんでした。 

老健では日中は普段着に着替え、食事も可能であればデイルームに出てきて摂られます。 

また老健の役割は在宅復帰に向けての支援ですから、基本的には家庭に近い環境で生活していただいています。

特別なことは何もしていませんが、“いつもと同じ”に近い生活を提供するだけでこんなにも違うのかと改めて

実感しました。 

裏を返せば、病院は“いつもと同じ”生活を提供しづらい場所だということです。病気を治すためという理由で、

少なくない辛抱（絶食、点滴、検査、手術、安静、リハビリなどなど）を強いることがしばしばあります。病気

は治ってもこのような辛抱を強いるうち、少しずつ患者さんの“その人らしさ”が失われ、認知症を発症し、ADL

の低下を招き、その結果在宅復帰を妨げていることがあるのかもしれません。そんなことを考えてからは、一日

も早く病気をよくするのはもちろん、「なるべく辛抱指数を少なくする」というのが私の目標になりました。「辛

抱の程度はなるべく小さく、期間は短いほうがよい。」「辛抱を強いるなら、そのおおよその目安（期間）を予め

伝える。」「辛抱を強いているということを医療者自身が自覚する。」などなど…。病気を早く治すには医療者と

しての知識と技術が必要で、辛抱指数を減らすにはやさしい気持ちでいることが必要です。 

改めて確認すると、当院の理念は“心と技術の調和した、やさしく信頼される病院に”でした。サンスマイル三

木での経験が久しぶりにこの理念を思い出させてくれました。今後も新たな“気づき”があることを期待して、

病院とサンスマイル三木の間を行ったり来たりしたいと思っています。 

                              三木山陽病院 内科部長 岡本
おかもと

 安生
や す お

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  三木山陽病院 居宅介護支援事業所オープンのご案内  

 

 

こんな時、ご相談下さい 

サンスマイル三木 岡本施設長のご挨拶 

平成 17 年信州大学医学部卒業。その後、六甲アイランド甲南病院で 2 年間の初期臨床研修

を行い、神戸大学整形外科学教室に入局しました。以後は神戸大学医学部付属病院、三田市

民病院、国立病院機構神戸医療センター、新日鐵広畑病院で研修を重ね、平成 23 年に神戸

大学大学院へ進学しました。この度、平成 26 年 4 月より三木山陽病院整形外科へ着任しま

した。地域の患者さまの身体の痛みや怪我に対し、よくお話しを伺うこと、分かりやすい説

明を行うことを心がけ、治療に取り組んでいきたいと思います。 
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医師をご紹介します！  
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 医師 

居宅介護支援事業所での相談の様子 

サンスマイル三木のスタッフの皆さん サンスマイル三木利用者さんの行事の様子 
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より 2 年間、大阪の美容、一般皮膚科クリニックの院長を経験し、この度ご縁あって三

木山陽病院皮膚科外来に週 2 回（火曜日と金曜日、土曜は他担当医）勤務させていただ

く事となりました。湿疹、接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎などの炎症性皮膚疾患や蜂窩

織炎、帯状疱疹、イボ、足白癬などの感染性疾患、他、じんま疹や良性皮膚腫瘍、陥入

爪、皮膚潰瘍なども診察しております。必要な時には、他院形成外科や皮膚科への紹介

もさせていただいております。週 3 回と回数の少ない外来で皆様には、ご不便をおかけ

しますが、皮膚のお悩みのお役に立てればと思います。当院では、一般皮膚科のみの診

察となりますが、皮膚のお悩みであればお気軽にご相談いただければと思います。 

受診の対象は、中学生以上となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 健康寿命の延伸を目指して ― 

 高齢化社会においては誰しも「健康で長生き」ということを願われているのではないでしょうか。 

長らく国民の健康指標として平均寿命が重視されてきましたが、平均寿命だけをみても何歳まで人の手を借りずに自立

した生活を送れたのかといった生活の質（QOL）を問うことはできません。我が国は世界有数の平均寿命を誇る長寿国

といえますが、平均寿命がどんなに長くとも QOL が低くては満足のいく生活を送ることはできないのです。そこで長

寿社会においては QOL に視点を置いた新たな指標が必要とされ、健康寿命という概念が提唱され使われるようになっ

てきました。健康寿命とは健康で支障なく日常生活を送ることができる期間のことで、平均寿命から介護や寝たきりの

期間を引くことによって求められます。すなわち、何歳まで健康に暮らせるかの指標となりえます。日本では介護や支

援を必要とする人が急速に増加していることから、平均寿命よりも健康寿命を延ばすことが今後の重要な課題といえま

す。近年の統計から日本は世界でもトップクラスの健康寿命を有している健康長寿国であることが分かりました。しか

しながら平均寿命と健康寿命の差は男性で 9 年、女性で 12 年とまだ開きがあり、改善の必要性があります。そこで要

介護や要支援が必要となった原因を調べてみますと、実に 5 人に 1 人は骨折・転倒、関節疾患などの運動器の疾患が原

因であり、またこれらの運動器の疾患を合わせると第 1 位の脳血管疾患を上回っていました。 

そこで日本整形外科学会では介護予防の観点からロコモティブシンドローム（通称：ロコモ）の概念を提唱し、広く

啓蒙活動を行っています。ロコモとは骨、関節、筋肉といった運動器の機能が加齢とともに衰えて、立つ、歩くといっ

た動作が困難となり、要介護や寝たきりになる、またはそのリスクが高い状態のことです。運動器は骨、関節、筋肉な

どが連携して動くことが重要でその機能がどこか 1 カ所でも衰えて障害されると体はうまく動きません。長寿社会にお

いては、立つ、歩くなどの動作を不自由なく続け、生活を送ることがとても重要です。転倒のリスクを高める筋力の低

下やバランス能力の低下、また運動機能を低下させる骨や関節の病気があるとロコモの危険性を高めます。 

そこで早期にロコモの可能性を評価することが重要で、7 項目からなるロコチェックを用いることで誰でも簡単に調

べることができます。もしも一つでも該当する項目がある人はロコトレーニングを開始することが推奨されています。

しかしながらロコモの程度は人によって差があり、又個々の運動器疾患の治療を考えれば、まずは最寄りの整形外科を

受診されることをお勧めいたします。 
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  ひな祭り会

  

 皮膚科 牧野
ま き の

 夏
なつ

医師をご紹介します！ 

豆まき  

 

   

3 月 7 日（金）に 3 階病棟で、ひな祭り会が行

われました。ボランティアのムジカドルチェさ

んを迎え、チェロの演奏、スタッフによるハン

ドベルや歌など短い時間でしたがとても楽しい

ひと時が過ごせました。 

 

 子供たちは、自分で作った鬼のお面をつけて 

「鬼は外～♪福は内～♪」と病気の鬼やおこりんぼ

鬼、泣き虫鬼を追い出して幸せをいっぱい呼び込み

ました。 

 

可愛いおにさん達 

整形外科：福田康治医師が平成 26 年 3 月をもちまして、三木山陽病院を退職することになりました。 

4 月からの外来は、後任の蔵
くら

川
かわ

拓外
た く と

医師が引き続き、させて頂きます。 

                                  

 

牧野
ま き の

 夏
なつ

医師 

おにさんからのプレゼント 
ムジカドルチェさん 

 

ご存じですか？ ロコモ（ロコモティブシンドローム） 
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